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日記-F--固

i~巳

損
害
率
と
保
険
料
率
と
の

相
関
闘
係

f宅

波

白

El 

司王

一
般
的
に
言
っ
て
、
保
険
に
於
て
は
損
害
率
に
相
臆
し
て
保

険
料
率
が
定
め
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
損
害
率
ム
」
保
険
料
家
?
と
の

聞
に
高
き
相
関
関
係
(
順
相
閥
}
が
存
す
る
の
は
賞
然
で
あ
る
@

誰
で
も
こ
れ
を
自
明
の
と
と
h

し
て
ゐ
る
。
併
し
乍
ら
そ
れ
で

あ
っ
て
、
雨
者
の
閥
に
ど
の
程
度
の
相
閥
闘
係
が
あ
る
か
に
就

い
て
は
、
私
の
知
る
限
り
、
従
来
全
〈
研
究
が
な
さ
れ
て
ゐ
な

ぃ。

ζ

れ
で
は
、
保
険
市
場
分
析
の
上
に
も
保
険
経
替
の
上
か

ら
も
明
確
た
る
指
標
は
輿
へ
ら
れ
な
い
。
そ
と
で
、

乙
の
扶
陥

を
補
ふ
た
め
に
、
筆
者
は
我
が
園
の
損
害
保
険
市
揚
に
つ
い
て

損
害
市
中
と
保
険
料
率
と
の
相
闘
関
係

乙
の
相
闘
関
係
の
調
古
慨
を
試
み
た
。

と
と
る
で
、
本
稿
は
、
ま
た
、
筆
者
が
こ
の
数
年
間
従
事
し

つ
L
あ
る
再
保
険
研
究
報
告
の
一
つ
で
も
あ
る
。
従
つ
で
、
こ

一
般
的
事
情
の
究
明
の
ほ
か
に
、
再
保
険
に
つ
い
て

L
E
土
、

V
l
a
-

も
解
明
す
る
ム
」
言
ふ
特
別
の
目
的
を
も
っ
て
ゐ
る
。

こ
L

で
損
害
容
と
は
、
次
表
の
示
す
如
〈
、
支
抑
保
険
金
額
に
針
ナ

る
保
険
契
約
高
の
比
で
あ
る
。
従
っ
て
、
草
に
損
寄
保
般
の
品
な
ら
ず

生
命
保
険
に
於
て
も
、
こ
の
意
味
の
損
害
率
は
考
へ
得
ら
れ
る
。
併
し

三

L

で
は
特
に
再
保
険
に
つ
い
も
見
ゃ
う
と
す

J

る
の
敢
に
、
叫
制
止
円
保
般

の
み
を
考
察
し
た
。
蓋

L
、
我
が
闘
で
は
生
命
保
険
酌
一
刊
保
険
が
硝
ん

E
全
く
行
は
れ
な
い
か
、
b
で
あ
る
。

先
づ
、

一
般
的
研
究
と
し
て
一
冗
受
保
険
に
つ
い
て
考
察
し
ゃ

ぅ
。
大
正
元
年
以
降
最
近
二
十
四
年
間
の
損
害
保
険
金
般
に
於

て
元
受
保
険
の
損
害
率
・
保
険
料
率
を
示
せ
ば
第
一
一
変
の
如
く

で
あ
る
。

さ
て
、

ピ
ア
ス
ン
の
方
法

H 

1< 

;1主
、1-、
-.;" 1-< 
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支排(保A険金i収入(保B)険料1保険者
) (B) 1 (仁

5，3乎5円6 I 10，5千8円9 1，22 
7，003 I 12，216 1，51 
5，675 12，974 1，56 

4 6，702 I 15，659 1，74 
5 9，876 23，918 2，12 
6 24，431 45，965 ~，57 

7 3，61 
8 24，486 61，002 5，10 
日 33，931 ! 76，491 日， 4:~
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7 

8 55，867 1 129，586 I 23，4日
9 67，585 I 135，383! 23，91 
10 57，237 135，042 24，94 
11 52，380 146，253 25，4~~ 

損
害
率
と
保
険
料
率
主
的
相
関
闘
係

表

保 険
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出 4.3ゑ| 目白話

8.051; 

8.266 

8.950 

11.280 

8.358 

7.70l 

17.830 

16.086 

11.!)52 

11.908 
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5.283 

4.403 

3.a68 

月.116

3.048 

4.658 

9.477 

告書に
従
っ
て
、
第
一
表
か
ら
損
害
率
と
保
険
料
率
と
の
相
関
係
数

を
求
め
る
と
、
園
U

十
③
甲
コ
甲
山
を
得
る
。

乙
れ
に
依
れ
ば
、
雨

者
の
聞
に
は
桜
め
て
高
度
の
順
相
闘
の
関
係
が
存
在
す
る
と
斗
一
一
回
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2.文排保険金はrロス支排保険金よ P枚入再保険金を控除せる

額~pち正味元受文排保険金額を示す

3.牧入保険料はグロ凡保険料よ P正味再保険料(第二表備考参

mo・解約返戻金・其他返戻金を挫除せる倒的ち正味元受保険

料額を示ナ

4.大正十二年は震災のため資料甚だ L.(不備につき省略ナ

営
の
一
両
さ
を
も
う
や
否
や
は
別
と
し
で
、

ふ
と
と
が
出
来
る
。
損
害
率
に
劃
し
て
保
険
料
率
が
泉
し
で
受

と
に
か
く
、
領
申
告

H

率

の
動
き
に
陸
じ
て
元
受
保
険
料
率
の
動
き
が
極
め
て
高
き
順
相



閥
を
示
し
て
ゐ
る
乙
と
を
知
り
得
る
。

こ
れ
は
損
害
保
険
に
闘

ず
る
諸
考
察
に
と
っ
て
特
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

左
ほ
、
損
害
率
に
針
臆
し
て
考
察
の
針
象
と
す
る
保
険
料
率

は
巌
密
に
は
純
保
険
料
率
で
友
く
て
は
た
ら
ね
が
、
そ
れ
は
資

料
の
闘
係
上
五
回
止
に
は
入
手
し
得
沼
い
司

事足第

ょ
f
d

て
、

8.960 

10目032

14.394 

21.672 
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14.001 
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，D
n
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巧
4

8 

損
害
率
主
保
険
料
率
と
の
相
闘
関
係

と
E
A

で
吋

10.087 

6.673 

6.281 

6.138 

8.481 

7..98主

日815

s..038 

ti..071 

営
業
保
険
料
を
用
ひ
、
第
一
表
「
備
考
」
に
述
べ
た
仕
方
で
疋
味

も
同
様
に
営
て
は
ま
る
。

保
険
料
率
を
算
出
し
た
。

こ
れ
は
突
の
再
保
険
料
率
に
つ
い
て

市
ー
に
は
再
保
険
に
つ
い
で
ピ
あ
る
。
ま
へ
と
同
様
た
方
法
に

よ
っ
て
第
二
衰
を
作
成
し
た
。

5.882 
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1¥.793 
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5司 320
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損
害
率
と
保
険
料
率
と
の
相
闘
関
係

同
じ
く
ピ
ア
ス
ン
の
方
法
に
よ
っ
亡
、
第
二
去
か
ら
、
再
保

険
損
害
卒
と
再
保
険
料
率
と
の
相
関
係
教
を
求
め
る
と
、

11 

+C-∞
品
目
白
と
放
る
。
従
っ
て
、
乙
L
で
も
可
成
り
密
接
な
る
相

闘
闘
係

(
順
相
関
)

そ
れ
は
見
受

を
見
出
し
得
る
ゆ
が
併
し
、

保
険
に
於
け
る
極
め
て
高
い
順
相
闘
に
比
較
す
れ
ば
幾
分
小
で

る
る
。

と
と
ろ
で
問
題
は
一
苅
受
保
険
と
再
保
険
』
に
於
で
何
故

に
か
L

る
差
が
生
ゃ
る
か
と
言
ふ
と
と
で
あ
る
。

再
保
険
料
率
は
原
則
と
し
て
元
受
保
険
料
率
に
柏
原
し
て
定

め
ら
れ
る
と
言
は
れ
る
。
若
し
然
り
と
す
れ
ば
、
元
受
保
険
と

再
保
険
と
の
聞
に
於
て
損
害
率
と
保
険
料
率
と
の
相
関
度
に
差

異
を
生
中
ベ
き
筈
は
友
い
。
併
し
、
現
貧
に
は
上
の
調
査
の
如

き
距
り
が
あ
る
。

と
れ
は
私
見
に
依
れ
ば
三
つ
の
事
情
に
碁
因

ナ
る
。第

一
は
、
一
冗
受
保
険
者
に
於
て
、
再
保
険
す
る
リ
ス
ク
に
封

し
で
は
、
損
害
率
の
動
き
に
相
癒
し
て
保
険
料
率
を
愛
へ
て
行

く
と
言
ふ
庭
置
が
、
彼
が
全
部
保
有
す
る
リ
ス
ク
に
針
す
る
揚

合
の
程
に
は
適
時
適
正
に
行
は
れ
や
、
比
較
的
等
闘
に
た
り
勝

第
四
十
六
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告再

就

i¥. 

ち
で
あ
る
、
と
言
ふ
事
情
で
あ
る
。
例
へ
ば
、
従
来
と
は
著
し

ぐ
危
険
が
増
加
せ
る
に
も
拘
ら
や
¥
再
保
険
せ
ら
る
誌
の
故
に
、

そ
の
保
険
料
率
を
危
険
増
加
割
合
に
膝
じ
て
定
め
や
、
従
来
の

ま
L
に
放
任
す
る
、
ま
た
は
料
率
の
不
十
分
な
る
引
上
げ
に
と

ピ
め
る
如
き
で
あ
る
。
こ
t
A

忙
前
者
間
に
相
闘
度
の
差
異
が
生

や
る
山
田
川
が
秘
む
⑬

第
一
一
、
も
し
す
べ
て
の
リ
ス
ク
が
夫
々
同
一
の
此
例
を
も
。

て
洩
な
〈
(
比
例
〉
再
保
険
せ
ら
る
h

の
で
あ
る
友
ら
ぽ
、

方

に
於
て
娯
害
率
は
全
く
相
等
し
く
た
り
、
他
方
に
於
て
再
保
険

協
約
は
再
保
険
料
率
を
し
て
常
に
元
受
保
陰
料
率
の
一
定
割
合

た
ら
し
め
る
傾
向
を
も
っ
乙
と
に
よ
っ
て
、
一
冗
受
保
険
と
再
保

険
と
に
於
て
、
損
害
率
と
保
険
料
率
と
の
相
関
度
は
等
し
〈
友

ら
ん
と
す
る
。
併
し
、
現
貨
に
は
か
ゃ
う
た
完
全
た
而
も
全
般

的
友
比
例
再
保
険
は
行
は
れ
て
ゐ
な
い
。
個
別
再
保
険
ま
た
は

一
般
超
過
額
再
保
険
が
盛
行
し
て
ゐ
る
。
と
の
や
う
左
再
保
険

形
態
が
こ
L
で
の
相
闘
度
の
ひ
ら
き
を
生
ぜ
し
め
る
一
つ
の
囚

素
と
反
る
。

第
三
は
、
再
保
険
手
数
料
率
で
る
る
。

一
般
に
、
再
保
険
料



牽
・
は
元
受
保
険
料
率
に
感
じ
て
定
め
ら
れ
る
、
と
平
一
日
ふ
が
、
そ

れ
は
殻
需
に
は
グ
ロ
ス
再
保
険
料
率
に
つ
い
て
ピ
あ
っ
て
、

E

味
再
保
険
料
率
に
つ
い
て
ピ
は
一
泣
い
。

E
味
再
保
険
料
李
は
再

保
険
手
数
料
率
の
動
き
に
よ
っ
て
如
何
様
に
も
受
動
す
る
。
而

一ど、
1
・

こ
の
手
数
料
率
は
殆
ん

E
各
枇
の
自
由
に
委
ね
ら
れ
て

ゐ
る
。
ー
常
に
一
定
で
は
友
い
。
再
保
険
の
需
給
関
係
ま
た
は
引

受
競
争
に
よ
っ
て
多
綴
に
動
〈
。
(
例
へ
ば
、
火
災
保
険
に
於
て
は
、

再
保
険
手
毅
料
率
最
高
限
度
一
一
一
割
の
協
定
が
あ
る
中
う
に
聞
く
が
、
ヨ齢、

の
限
界
白
樺
必
ず
し
も
忠
貨
に
は
守
ら
れ
て
ゐ
な
い
し
、

ま
た
、

た

と

へ
こ
の
限
界
が
守
、
9

れ
る
在
し
て
も
、

E
U
1
'
1
Z
A
mニ
仏
政
局
干

t

E

E

4
4
『
札
，

F
F
2
4
h
M
』

坦

M
A
-
-
v
ア
巳
日

詰
問
さ
れ
て
ゐ
る
。
)
か
〈
し

τ
、
こ
の
手
数
料
率
の
動
き
が
、
正
味

再
保
険
料
率
を
動
か
す
と
と
に
よ
っ
て
、
損
害
李
と
保
険
料
率

と
の
相
閥
度
を
し
て
、
元
受
保
険
と
再
保
険
と
に
於
て
、
そ
の

間
に
距
り
を
生
ぜ
し
め
る
の
で
あ
る
。

友
段
、

と
れ
ら
三
つ
の
事
情
が
決
し
て
各
#
濁
立
し
て
は
働

か
や
、
相
互
に
閥
係
し
合
ふ
も
の
な
る
こ
と
は
改
め
て
説
く
ま

で
も
・
な
か
ら
う
。

(
一
=
了
四
・
二
八
)

臨
時
稔
法
の
整
理

策
四
十
六
巻

九丘=一

第
六
披

一
三
允


